
学校法人北海道星槎学園 カスタマーハラスメント対策基本方針 

 

令和 8年 10月 1日制定 

 

Ⅰ 目的 

 

学校法人北海道星槎学園（以下「この法人」という。）は、学生・保護者・地域社会との良好な

信頼関係を大切にし、誠実な対応に努めます。一方で、社会通念上相当な範囲を超える要求や言

動により、教職員の人格や尊厳が傷つけられ、教育・研究活動および業務運営に支障を生じさせ

る行為（以下「カスタマーハラスメント」という。）に対しては、組織として毅然とした姿勢で対

応します。 

この方針は、カスタマーハラスメントの防止及び適切な対応を図るとともに、教職員が安心し

て教育・研究・業務に従事できる環境を整備し、もって健全な教育・研究活動及び法人運営の維

持・向上に資することを目的とします。 

 

Ⅱ カスタマーハラスメントの定義 

この法人におけるカスタマーハラスメントとは、保護者、学生、卒業生、取引先、地域住民

その他関係者による言動であって、社会通念上許容される範囲を超え、教職員の就業環境を害

するものをいいます。 

Ⅲ 該当する行為例 

（1）精神的攻撃 

・大声で怒鳴る ・人格否定 ・威圧的な言動 ・長時間の叱責 ・SNS等での誹謗中傷 

（2）過度な要求 

・土下座要求 ・解雇要求 ・不当な成績変更要求 ・過剰な補償要求 

（3）拘束的行為 

・長時間の電話 ・長時間の居座り ・繰り返しの面談要求 

（4）迷惑行為 

・無断撮影 ・録画動画の公開 ・個人情報の拡散 

（5）暴力・脅迫 

・暴力行為 ・脅迫行為 ・ストーカー行為 

※上記は例示であり、これらに限定されません。 

Ⅳ 法人の対応方針 

 

この法人は、以下の対応を行うことを基本方針とします。 

・教職員を一人で対応させない。 

・組織的に対応する。 

・必要に応じて対応を打ち切る。 

・必要に応じて弁護士へ相談する。 

・脅迫・暴力行為には警察へ通報する。 

 


